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 函館水産 シラバス ２０２５年 

教科 国語 科目 文学国語 単位数 ２ 学年 ３ 学科 全学科 

使用教科書 新編文学国語（大修館書店） 副教材 パスポート国語必携（桐原書店） 対応資格  

 

１ 目標 

 言語による見方・考え方を働かせ、言語活動を通して、国語で的確に理解し効果的に表現する資質・能力を育成す

ることを目指す。 

(1)知識及び技能 (2)思考力、判断力、表現力等 (3)学びに向かう力、人間性等 

生涯にわたる社会生活に必要な国語

の知識や技能を身に付けるととも

に、我が国の言語文化に対する理解

を深めることができるようにする。 

論理的に考える力や深く共感したり

豊かに想像したりする力を伸ばし、

他社との関わりの中で伝え合う力を

高め、自分の思いや考えを広げたり

深めたりすることができるようにす

る。 

言葉が持つ価値への認識を深めると

ともに、生涯にわたって読書に親し

み自己を向上させ、言葉を通して他

者や社会に関わろうとする態度を養

う。 

 

２ 評価の観点及びその趣旨 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

国語の知識や技能を身に付けるとと

もに、我が国の言語文化に対する理

科を深めることができているか。 

論理的に考える力や深く共感したり

豊かに想像したりする力を伸ばし、

他者との関わりの中で伝え合う力を

高め、自分の思いや考えを広げたり

深めたりすることができているか。 

言葉が持つ価値への認識を深めると

ともに、授業の中でしっかり考え、

自分の言葉で表現することができて

いるか。 

 

３ 〔指導項目〕ごとの評価規準 

 
知識・技能 思考・判断・表現 

主体的に学習に 

取り組む態度 

現代文 作者の考え、作品の文学

的価値、漢字や言葉の意

味を理解できている。 

作品に対する感想、授業

の中での理解、発問に対

する自分の言葉での答

えがきちんと導き出せ

ている。 

作品を通して、教師、友

人と意見交換をし、自分

の意見をきちんと述べ

ることが出来る。 

古文 古文特有の読み方、基本

的な文法事項、作品の文

学的価値などが理解で

きている。 

「読むこと」において、

内容や構成、展開、作品

の成立背景などについ

て的確に捉えられてい

るか。 

内容について、自ら考え

発問をし、古文に対する

読みを深めることが出

来ているか。 

漢文 返り点についての理解、

書き下し文のやりかた、

本文の内容などが理解

できている。 

「読むこと」において文

章の内容や構成、展開な

どについて的確に捉え

られているか。 

漢文の特色や訓読のき

まりを理解し、漢文を学

ぶ意味について考えを

持とうとしているか。 

 

 

 

 



４ 観点別学習状況の評価について 

 各単元において、【知識・技能】【思考・判断・表現】【主体的に学習に取り組む態度】の観点のいずれかもしくはす

べてについてABCで評価する。（評価基準は単元ごとに設定） 

 この結果を数値化することで、学期末に観点別の総括を ABC で行う。後期末（年度末）には、累計した観点別の

総括（評価）を１・２・３・４・５の５段階の評定に総括し、この科目の成績とする。 

 なお、本科目では以下の方法で各観点の評価を行う。 

 
知識・技能 思考・判断・表現 

主体的に学習に 

取り組む態度 

定期考査 ○ ○  

発表・発言 ○ ○ ○ 

ノート・プリント  ○ ○ 

行動観察   ○ 

自己評価・相互評価   ○ 

 

５ 担当教員から 

 授業中は必ずノートを記入すること。また、プリントなどの提出物は、必ず提出期限を守ってください。また、教

科書、ノートを忘れないようにしてください。 

 



　函館水産　シラバス　２０２５年 

 

１　目標 

　中学校学習内容の復習から導入し、近現代の歴史の変化に関わる諸事象について、世界とその中の日本を

広く相互的な視野から捉え、現代的な諸課題の形成に関わる近現代の歴史を理解するとともに、諸資料か

 ら歴史に関する様々な情報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を身に付けるようにする。

 

２　評価の観点及びその趣旨 

 

 

３　〔指導項目〕ごとの評価規準 

１章　歴史と私たち ・定期考査 ・定期考査 ・達成度をＡ・Ｂ・

2 章　歴史の特質と資料 達成度をＡ・Ｂ・Ｃの３ 達成度をＡ・Ｂ・Ｃの３ Ｃの３段階で評価す

１　資料を取り扱ってみよう 段階で評価する。 段階で評価する。 る。

２　歴史叙述とは何か考えてみよう 

序章　近代化への問い ・定期考査 ・定期考査 ・達成度をＡ・Ｂ・

１章　江戸時代の日本と結付く世界 達成度をＡ・Ｂ・Ｃの３ 達成度をＡ・Ｂ・Ｃの３ Ｃの３段階で評価す

２章　欧米諸国における近代化 段階で評価する。 段階で評価する。 る。

３章　近代化の進展と国民国家形成 

４章　アジア諸国の動揺と日本開国  
５章　近代化が進む日本と東アジア

１章　第一次世界大戦と日本の対応 ・定期考査 ・定期考査 ・達成度をＡ・Ｂ・

２章　国際協調と大衆社会の広がり 達成度をＡ・Ｂ・Ｃの３ 達成度をＡ・Ｂ・Ｃの３ Ｃの３段階で評価す

３章　日本の行方と第二次世界大戦 段階で評価する。 段階で評価する。 る。

４章　再出発する世界と日本

１章　冷戦で揺れる世界と日本 ・定期考査 ・定期考査 ・達成度をＡ・Ｂ・

２章　多極化する世界 達成度をＡ・Ｂ・Ｃの３ 達成度をＡ・Ｂ・Ｃの３ Ｃの３段階で評価す

３章　ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ化のなかの世界と日本 段階で評価する。 段階で評価する。 る。

教 科 地歴公民 科 目 歴史総合

対応資格　  なし副教材明解歴史総合（帝国書院）使用教科書

全学科学 科３学 年２単位数

歴史に関わる諸事象についてよりよい

社会の実現ができるよう課題を主体的に追

求・解決しようとする態度を養い、世界の

諸地域の多様な生活文化を尊重しようとす

ることの大切さを深めることができたか。

歴史に関わる事象の意味や背景を位置

や分布・自然環境に着目し、多角的・多面

的に考察し課題解決に向けて構想したり説

明できるか。

調査や諸資料から地域的・地球的課題

への取り組みを理解することができるか。

主体的に学習に取り組む態度思考・判断・表現知識・技能

知識・技能 思考・判断・表現
主体的に学習に 

取り組む態度



 

 

４　観点別学習状況の評価について 

　各単元において上記３観点で評価、学期末に観点別の総括をABC で行う。また、学期末の観点別の総括は、累計

した観点別の総括とする。学年末（年度末）には、累計した観点別の総括（評価）を１・２・３・４・５の５段階

の評定に総括し、この科目の成績とする。詳細は本校教務規定を参照の事。 

　本科目では以下の方法で各観点の評価を行う。 

 

知識・技能 思考・判断・表現
主体的に学習に 

取り組む態度

定期考査 ○ ○

小テスト ○

ICT 機器の操作 ○ ○

発表・話合い ○ ○

ノート・レポート ○

○自己評価・相互評価

○発言・行動観察

○



 函館水産 シラバス ２０２５年 

教科 数学 科目 実用数学 単位数  １ 学年 ３ 学科 全学科 

使用教科書  副教材  対応資格 なし 

１ 目標 

 数と式，図形と計量，2次関数及びデータの分析について理解させ，基礎的な知識の習得と技能の習熟を図り，事象を数学的に考察する

能力を培い，数学のよさを認識できるようにするとともに，それらを活用する態度を育てる。 

(1)知識及び技能 (2)思考力、判断力、表現力等 (3)学びに向かう力、人間性等 

高校数学における基本的な概念、原理、法

則などを理解し、基本的な知識を身に付け

ようとする力を養う。 

数学的な活動を通して、数学的な見方や考

え方を身に付け、事象を数学的かつ論理的

に考えることができるようになったか。ま

た事象を数学的に考察・表現し、処理する

方法を身に付け、効果的に問題を解くこと

ができる力を養う。 

数学的な活動を通して、数学的な考え方に

関心を持つとともに、それのよさを認識し、

主体的かつ能動的に事象の考察に活用しよ

うとする力を養う。 

２ 評価の観点及びその趣旨 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

高校数学における基本的な概念、原理、法

則などを理解し、基本的な知識を身に付け

ることができたか。 

数学的な活動を通して、数学的な見方や考

え方を身に付け、事象を数学的かつ論理的

に考えることができるようになったか。ま

た事象を数学的に考察・表現し、処理する

方法を身に付け、効果的に問題を解くこと

ができたか。 

数学的な活動を通して、数学的な考え方に

関心を持つとともに、それのよさを認識し、

主体的かつ能動的に事象の考察に活用しよ

うとしたか。 

３ 〔指導項目〕ごとの評価規準 

 
知識・技能 思考・判断・表現 

主体的に学習に 

取り組む態度 

(1)基礎計算  

(2)方程式  

(3)値段と利益 

(4)様々な料金の計算 

(5)速さ  

(6)鶴亀算  

(7)濃度の計算 

(8)年齢の計算 

(9)仕事算 

(10)比の計算  

(11)表の読み取り 

(12)平均の計算  

(13)集合についての考え方 

(14)基本的な図形 

(15)順列・組合せ・確率 

 

○日常生活における問題や

社会問題を数学的に考察す

るためには，問題を単純に

するような仮定が必要であ

ることを理解している 

○数学的に問題を解決する

のに必要な数値や関数は，

調査結果を用いて妥当な値

を仮定できることを理解し

ている。 

○情報を正しく読み取り，

限定的な状況で費用の比較

ができる。 

○問題解決の過程や結果の

妥当性について批判的に考

察し，別の仮定を立てて考

察することができる。 

○問題の解決に関数やグラ

フを活用することができ

る。 

○1 日ごとに変化する量に

ついて，漸化式を活用して

考察できる。 

○社会生活における問題に

ついて，学んだ方法を積極

的に活用し，主体的かつ対

話的に問題を解決しようと

する。 

 

 

 

 



４ 観点別学習状況の評価について 

 各単元において、【知識・技能】【思考・判断・表現】【主体的に学習に取り組む態度】の観点のいずれかもしくはす

べてについてabcで評価する。（評価基準は単元ごとに設定） 

 この結果を数値化することで、学期末に観点別の総括をABCで行う。（仮評価）また、２、３学期末の観点別の総

括は、累計した観点別の総括とする。３学期末（年度末）には、累計した観点別の総括（評価）を１・２・３・４・

５の５段階の評定に総括し、この科目の成績とする。 

 なお、本科目では以下の方法で各観点の評価を行う。 

 
知識・技能 思考・判断・表現 

主体的に学習に 

取り組む態度 

定期考査 ○ ○  

小テスト ○  〇 

自学課題 ○  〇 

発表・話合い  ○  

ノート・レポート  ○ ○ 

発言・行動観察   ○ 

自己評価・相互評価   ○ 

 

５ 担当教員から 

 数学は、数学的見方・考え方を身に付けることにより事象を論理的に考察する力、表現する力を養う教科です。 

座学が中心となりますが、普段の授業を大切にして問題意識を持って積極的に授業に参加し、課題や提出物にもしっ

かり取り組んでください。 



 函館水産 シラバス ２０２５年 

教科 理科 科目 物理基礎 単位数 ２ 学年 ３ 学科 機関工学科 

使用教科書 高校物理基礎(実教出版) 副教材 なし 対応資格 なし 

 

１ 目標 

 物体の運動と様々なエネルギーに関わり、理科の見方・考え方を働かせ、見通しをもって観察、実験を行うことな

どを通して、物体の運動と様々なエネルギーを科学的に探究するために必要な資質・能力を次のとおり育成すること

を目指す。 

(1)知識及び技能 (2)思考力、判断力、表現力等 (3)学びに向かう力、人間性等 

日常生活や社会との関係を図りなが

ら、物体の運動と様々なエネルギー

について理解するとともに、科学的

に探究するために必要な観察、実験

などに関する技能を身に付けるよう

にする。 

 

観察、実験などを行い、科学的に探

究する力を養う。 

物体の運動と様々なエネルギーに主

体的に関わり、科学的に探究しよう

とする態度を養う。 

 

２ 評価の観点及びその趣旨 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

日常生活や社会との関係を図りなが

ら、物体の運動と様々なエネルギー

について理解するとともに、科学的

に探究するために必要な観察、実験

などに関する基本的な技能を身に付

けている。 

 

観察、実験などを行い、科学的に探

究する力を身に付けている。 

物体の運動と様々なエネルギーに主

体的に関わり、科学的に探究しよう

とする態度を身に付けている。 

 

３ 〔指導項目〕ごとの評価規準 

 
知識・技能 思考・判断・表現 

主体的に学習に 

取り組む態度 

１章 物体の運動 

 １ 運動の表し方 

 ２ 力と運動の法則 

   

２章 エネルギー 

 １ 運動とエネルギー 

 

物体の運動とエネルギ

ーを日常生活や社会と

関連付けながら、その知

識を理解するとともに、

それらの観察、実験など

に関する技能が身に付

いている。 

 

物体の運動とエネルギ

ーについて、観察、実験

などを通して探究し、科

学的に考察し、表現する

ことができる。 

物体の運動と様々なエ

ネルギーに主体的に関

わり、科学的に探究しよ

うとする態度を身に付

けている。 

２章 エネルギー 

 ２ 熱とエネルギー 

 

３章 波 

１ 波の性質 

２ 音と振動 

 

 

 

様々な物理現象とエネ

ルギーの利用を日常生

活や社会と関連付けな

がら、その知識を理解す

るとともに、それらの観

察、実験などに関する技

能が身に付いている。 

 

 

様々な物理現象とエネ

ルギーの利用について、

観察、実験を通して探究

し、波、熱、電気、エネ

ルギーとその利用にお

ける規則性や関係性を

見いだして表現するこ

とができる。 

 

物体の運動と様々なエ

ネルギーに主体的に関

わり、科学的に探究しよ

うとする態度を身に付

けている。 

 

 

 

 



４章 電気 

 １ 物質と電流 

 ２ 磁場と電流 

  

５章 物理と社会 

 １ エネルギーとその利用 

 

終章 物理学が拓く世界 

 

様々な物理現象とエネ

ルギーの利用を日常生

活や社会と関連付けな

がら、その知識を理解す

るとともに、それらの観

察、実験などに関する技

能が身に付いている。 

様々な物理現象とエネ

ルギーの利用について、

観察、実験を通して探究

し、波、熱、電気、エネ

ルギーとその利用にお

ける規則性や関係性を

見いだして表現するこ

とができる。 

物体の運動と様々なエ

ネルギーに主体的に関

わり、科学的に探究しよ

うとする態度を身に付

けている。 

 

４ 観点別学習状況の評価について 

 各単元において、【知識・技能】【思考・判断・表現】【主体的に学習に取り組む態度】の観点のいずれかもしくはす

べてについてABCする。（評価基準は単元ごとに設定） 

 この結果を数値化することで、学期末に観点別の総括をABCで行う。（仮評価）また、２、３学期末の観点別の総

括は、累計した観点別の総括とする。３学期末（年度末）には、累計した観点別の総括（評価）を１・２・３・４・

５の５段階の評定に総括し、この科目の成績とする。 

 なお、本科目では以下の方法で各観点の評価を行う。 

 
知識・技能 思考・判断・表現 

主体的に学習に 

取り組む態度 

定期考査 ○ ○  

観察・実験 ○   

小テスト ○   

発表・話合い  ○  

ノート・レポート  ○ ○ 

発言・行動観察   ○ 

自己評価・相互評価   ○ 

 

５ 担当教員から 

 授業は必ずノート等に授業内容を記入し、提出物は期限を守ってください。教科担任の指示にしたがい、しっかり

学習すること。忘れ物も無いように注意すること。 



 函館水産 シラバス ２０２５年 

教科 理科 科目 化学基礎 単位数 ２ 学年 ３ 学科 水産食品科 

使用教科書 高校化学基礎(実教出版) 副教材 
高校化学基礎カラーノート

新課程版(実教出版） 
対応資格 なし 

 

１ 目標 

 物質とその変化に関わり、理科の見方・考え方を働かせ、見通しをもって観察、実験を行うことなどを通して、物

質とその変化を科学的に探究するために必要な資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 

(1)知識及び技能 (2)思考力、判断力、表現力等 (3)学びに向かう力、人間性等 

日常生活や社会との関係を図りなが

ら、物質とその変化について理解す

るとともに、科学的に探究するため

に必要な観察、実験などに関する基

本的な技能を身に付けるようにす

る。 

 

観察、実験などを行い、科学的に探

究する力を養う。 

物質とその変化に主体的に関わり、

科学的に探究しようとする態度を養

う。 

 

２ 評価の観点及びその趣旨 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

日常生活や社会との関係を図りなが

ら、物質とその変化について理解す

るとともに、科学的に探究するため

に必要な観察、実験などに関する基

本的な技能を身に付けている。 

 

観察、実験などを行い、科学的に探

究する力を身に付けている。 

物質とその変化に主体的に関わり、

科学的に探究しようとする態度を身

に付けている。 

 

３ 〔指導項目〕ごとの評価規準 

 
知識・技能 思考・判断・表現 

主体的に学習に 

取り組む態度 

序章 化学と人間生活 

 

化学と人間生活につい

ての知識を理解すると

ともに、それらの観察、

実験などに関する技能

が身に付いている。 

 

身近な物資や元素につ

いて、観察、実験などを

通して探究し、科学的に

考察し、表現することが

できる。 

物質とその変化に主体

的に関わり、科学的に探

究しようとする態度を

身に付けている。 

１章 物質の構成 

１ 物質の探究 

２ 物質の構成粒子 

 

２章 物質と化学結合 

 １ イオン結合 

 ２ 共有結合 

 ３ 金属結合 

 

物質の構成粒子につい

ての知識を理解し、ま

た、物質と化学結合につ

いての観察、実験を通し

て、それらの知識を理解

するとともに、それらの

観察、実験などに関する

技能が身に付いている。 

物質の構成について、観

察、実験を通して探究

し、物質の構成における

規則性や関係性を見い

だして表現することが

できる。 

物質とその変化に主体

的に関わり、科学的に探

究しようとする態度を

身に付けている。 



３章 物質の変化 

１ 物質量と化学反応式 

２ 酸と塩基 

３ 酸化還元反応 

 

終章 化学が拓く世界 

物質量と化学反応式、化

学反応、化学が拓く世界

についての知識を理解

するとともに、それらの

観察、実験などに関する

技能が身に付いている。 

 

物質の変化とその利用

について、観察・実験な

どを通して探究し、物質

の変化における規則性

や関係性を見いだして

表現することができる。 

物質とその変化に主体

的に関わり、科学的に探

究しようとする態度を

身に付けている。 

 

４ 観点別学習状況の評価について 

 各単元において、【知識・技能】【思考・判断・表現】【主体的に学習に取り組む態度】の観点のいずれかもしくはす

べてについてABCする。（評価基準は単元ごとに設定） 

 この結果を数値化することで、学期末に観点別の総括をABCで行う。（仮評価）また、２、３学期末の観点別の総

括は、累計した観点別の総括とする。３学期末（年度末）には、累計した観点別の総括（評価）を１・２・３・４・

５の５段階の評定に総括し、この科目の成績とする。 

 なお、本科目では以下の方法で各観点の評価を行う。 

 
知識・技能 思考・判断・表現 

主体的に学習に 

取り組む態度 

定期考査 ○ ○  

観察・実験 ○   

小テスト ○   

発表・話合い  ○  

ノート・レポート  ○ ○ 

発言・行動観察   ○ 

自己評価・相互評価   ○ 

 

５ 担当教員から 

 授業は必ずノート等に授業内容を記入し、提出物は期限を守ってください。教科担任の指示にしたがい、しっかり

学習すること。忘れ物も無いように注意すること。 

 



 函館水産 シラバス ２０２５年 

教科 保健体育 科目 体育 単位数 ２ 学年 ３ 学科 全学科 

使用教科書 現代高等保健体育（大修館） 副教材 
保健体育ノ

ート 
対応資格  

 

１ 目標 
 体育の見方・考え方を働かせ、課題を発見し、合理的、計画的な解決に向けた学習過程を通して、心と体を一体として捉
え、生涯にわたって豊かなスポーツライフを継続するとともに、自己の状況に応じて体力の向上を図るための資質・能力を次
のとおり育成することを目指す。 

(1)知識及び技能 (2)思考力、判断力、表現力等 (3)学びに向かう力、人間性等 

運動の合理的、計画的な実践を通し
て、運動の楽しさや喜びを深く味わ
い、生涯にわたって運動を豊かに継
続することができるようにするため、運
動の多様性や体力の必要性について
理解するとともに、それらの技能を身
に付けるようにする。 

生涯にわたって運動を豊かに継続す
るための課題を発見し、合理的、計画
的な解決に向けて思考し判断するとと
もに、自己や仲間の考えたことを他者
に伝える力を養う。 

 

運動における競争や協働の経験を通
して、公正に取り組む、互いに協力す
る、自己の責任を果たす、参画する、
一人一人の違いを大切にしようとする
などの意欲を育てるとともに、健康・安
全を確保して生涯にわたって継続して
運動に親しむ態度を養う。 

 

２ 評価の観点及びその趣旨 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

運動の合理的、計画的な実践を通し
て、運動の楽しさや喜びを深く味わ
い、生涯にわたって運動を豊かに継
続することができるようにするた
め、運動の多様性や体力の必要性に
ついて理解するとともに、それらの
技能を身に付けている。 

生涯にわたって運動を豊かに継続す
るための課題を発見し、合理的、計
画的な解決に向けて思考し判断する
とともに、自己や仲間の考えたこと
を他者に伝える力を身に付けてい
る。 

運動における競争や協働の経験を通
して、公正に取り組む、互いに協力
する、自己の責任を果たす、参画す
る、一人一人の違いを大切にしよう
とするなどの意欲を育てるととも
に、健康・安全を確保して生涯にわ
たって継続して運動に親しむ態度を
身に付けている。 

 

３ 〔指導項目〕ごとの評価規準 

 
知識・技能 思考・判断・表現 

主体的に学習に 
取り組む態度 

体育理論 
１．「スポーツの文化的現代のスポー
ツの発展」 

スポーツの文化的特性
や現代のスポーツの発
展について理解してい
る。 

スポーツの文化的特性
や現代のスポーツの発
展について，よりよい解
決に向けて思考し判断
するとともに、他者に伝
えようとしている。 
 
 
 

 スポーツの文化的特性
や現代のスポーツの発
展 
についての学習に自主
的に取り組もうとしてい
る。 
 
 

体育理論 
２．運動やスポーツの効果的な学習

の仕方 

運動やスポーツの効果
的な学習の仕方につい
て理解している。 

体育理論 
３．豊かなスポーツライフの設計の仕
方 

豊かなスポーツライフの
設計の仕方について理
解している。 

集団行動 
 
 

様々な環境下で実践す
る際の集団の一員として
の自覚や行動を実践す
るための技能を習得して
いる。 

集団の中の一員としての
自覚をよりよい解決に向
けて思考し判断するとと
もに、他者に伝えようとし
ている。 

集団行動を自主的に取
り組むとともに、互いに
助け合い教え合おうとす
ることや，健康・安全を確
保しようとしている。 

体つくり運動 
 
 
 
 
 
 
 
 

様々な環境下で実践す
る際の健康・安全の確保
の仕方やマナーなどの
多様な関わり方を実践
するための事項を理解し
ている。 
地域社会での活動など
の企画や運営、健康・安
全の確保、ｽﾎﾟｰﾂを通し
た良好な人間関係の形
成する際などに求められ
る技能を習得している。 

生涯を通してスポーツの
推進及び発展に寄与し
ようとしている。 
 
 
 
 
 

生涯にわたってスポー
ツを実践していく際の協
力、責任、参画、共生な
どに対する意欲を高めス
ポーツの推進及び発展
に寄与する自己の姿勢
や他者、地域社会との関
わり方などのスポーツ価
値を高めることに主体的
に取り組もうとしている。 
 



 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に 
取り組む態度 

器械運動 
 
 
 
 
 
 

技ができる楽しさや喜び
を味わい，技の名称や
行い方，運動観察の方
法，体力の高め方などを
理解するとともに，自己
に適した技で演技してい
る。 
 

技などの自己や仲間の
課題を発見し，合理的な
解決に向けて運動の取
り組み方を工夫するとと
もに，自己の考えたこと
を他者に伝えようとして
いる。 

器械運動に自主的に取
り組むとともに，よい演技
を讃えようとすること、一
人１人の違いに応じた課
題や挑戦を大切にしよう
とすることや、健康・安全
を確保しようとしている。 

サッカー 
 
 
 
 
 

勝敗を競う楽しさや喜び
を味わい，技術の名称
や行い方，体力の高め
方，運動観察の方法など
を理解するとともに，作
戦に応じた技能で仲間と
連携しゲームを展開して
いる。 
 
 

攻防などの自己やチー
ムの課題を発見し，合理
的な解決に向けて運動
の取り組み方を工夫する
とともに，自己や仲間の
考えたことを他者に伝え
ようとしている。 
 
 

サッカーに自主的に取り
組むとともに，フェアなプ
レイを大切にしようとする
こと，作戦などについて
の話合いに貢献しようと
すること，一人一人の違
いに応じたプレイなどを
大切にしようとすること，
互いに助け合い教え合
おうとすることなどや，健
康・安全を確保しようとし
ている。 

陸上競技 
 
 
 
 
 
 

記録の向上や競争の楽
しさや喜びを味わい， 
技術の名称や行い方，
体力の高め方，運動観
察の方法などを理解す
るとともに，各種目特有
の技能を身に付けてい
る。 
 

動きなどの自己や仲間
の課題を発見し，合理的
な解決に向けて運動の
取り組み方を工夫すると
ともに，自己の考えたこと
を他者に伝えようとして
いる。 
 
 

陸上競技に自主的に取
り組むとともに，勝敗など
を冷静に受け止め，ル
ールやマナーを大切に
しようとすること，自己の
責任を果たそうとするこ
と，一人一人の違いに応
じた課題や挑戦を大切
にしようとすることなど
や，健康・安全を確保し
ようとしている。 

水 泳 
 
 
 
 
 
 
 

記録の向上や競争の楽
しさや喜びを味わい，技
術の名称や行い方，体
力の高め方，運動観察
の方法などを理解すると
ともに，効率的に泳ぐこと
ができる。 
 
 
 

泳法などの自己や仲間
の課題を発見し，合理的
な解決に向けて運動の
取り組み方を工夫すると
ともに，自己の考えたこと
を他者に伝えようとして
いる。 
 
 
 

水泳に自主的に取り組
むとともに，勝敗などを
冷静に受け止め，ルー
ルやマナーを大切にし
ようとすること，自己の責
任を果たそうとすること，
一人一人の違いに応じ
た課題や挑戦を大切に
しようとすることなどや，
水泳の事故防止に関す
る心得を遵守するなど健
康・安全を確保しようとし
ている。 

柔 道 
 
 
 
 

技を高め勝敗を競う楽し
さや喜びを味わい，伝統
的な考え方，技の名称
や見取り稽古の仕方，体
力の高め方などを理解
するとともに，基本動作
や基本となる技を用いて
攻防を展開することがで
きる。 

攻防などの自己や仲間
の課題を発見し，合理的
な解決に向けて運動の
取り組み方を工夫すると
ともに，自己の考えたこと
を他者に伝えようとして
いる。 
 

武道に自主的に取り組
むとともに，相手を尊重
し，伝統的な行動の仕方
を大切にしようとするこ
と，自己の責任を果たそ
うとすること，一人一人の
違いに応じた課題や挑
戦を大切にしようとするこ
となどや，健康・安全を
確保しようとしている。 

 

 

 

 



 

 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に 
取り組む態度 

バレーボール 
 
 
 
 
 
 

勝敗を競う楽しさや喜び
を味わい，技術の名称
や行い方，体力の高め
方，運動観察の方法など
を理解するとともに，作
戦に応じた技能で仲間と
連携しゲームを展開して
いる。 
 

攻防などの自己やチー
ムの課題を発見し，合理
的な解決に向けて運動
の取り組み方を工夫する
とともに，自己や仲間の
考えたことを他者に伝え
ようとしている。 
 

バレーボールに自主的
に取り組むとともに，フェ
アなプレイを大切にしよ
うとすること，作戦などに
ついての話合いに貢献
しようとすること，一人一
人の違いに応じたプレイ
などを大切にしようとす
ること，互いに助け合い
教え合おうとすることな
どや，健康・安全を確保
しようとしている。 

バスケットボール 
 
 
 
 
 
 

勝敗を競う楽しさや喜び
を味わい，技術の名称
や行い方，体力の高め
方，運動観察の方法など
を理解するとともに，作
戦に応じた技能で仲間と
連携しゲームを展開して
いる。 
 
 

攻防などの自己やチー
ムの課題を発見し，合理
的な解決に向けて運動
の取り組み方を工夫する
とともに，自己や仲間の
考えたことを他者に伝え
ようとしている。 
 
 
 

バスケットボールに自主
的に取り組むとともに，フ
ェアなプレイを大切にし
ようとすること，作戦など
についての話合いに貢
献しようとすること，一人
一人の違いに応じたプ
レイなどを大切にしようと
すること，互いに助け合
い教え合おうとすること
などや，健康・安全を確
保しようとしている。 

 
４ 観点別学習状況の評価について 
  各単元において、【知識・技能】【思考・判断・表現】【主体的に学習に取り組む態度】の観点のいずれかもしくはす
べてについて abcで評価する。（評価基準は単元ごとに設定） 
 この結果を数値化することで、各学期末に観点別の総括を ABCで行う。３学期末（年度末）には、それぞれの学期の
観点別の評価（ＡＢＣ）を１年間の観点別の評価（ＡＢＣ）に総括する。 

 １年間の観点別の評価（ＡＢＣ）は、学校で定めた下の表から１・２・３・４・５の５段階 

の評定に総括し、この科目の成績とする。 

 

評価の組合せ 評定 

ＡＡＡ ５ 
ＡＡＢ ５ 
ＡＢＢ ４ 
ＡＡＣ ４ 
ＡＢＣ ３ 
ＢＢＢ ３ 
ＢＢＣ ３ 
ＡＣＣ ３ 
ＢＣＣ ２ 
ＣＣＣ １ 

 なお、本科目では以下の方法で書く観点の評価をおこなう。 

 

 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に 
取り組む態度 

実技試験 ○  ○ 

発表・話合い  ○ ○ 

発言・行動観察  ○ ○ 

自己評価・相互評価 ○ ○  

 
５ 担当教員から 
  体育館、グラウンドで授業を行う。時間厳守、意欲的な態度で参加し、ジャージ等の忘れ物が無いよう注意する
こと。 

【目標の実現に向けた学習状況】 

a, Ａ:「十分満足できる」状況と判断されるもの 

b, Ｂ:「おおむね満足できる」状況と判断されるもの 

c, Ｃ：「努力を要する」状況と判断されるもの 

学
校
で
統
一 



 函館水産 シラバス ２０２５年 

教科 英語 科目 論理表現Ⅰ 単位数 ２ 学年 ３ 学科 海洋技術科・品質管理流通科 

使用教科書 VISTA ENGLISH CommunicationⅠ（三省堂） 副教材 ｺー ﾊ゚ ｽ1800(東京書籍) 対応資格 なし 

 

１ 目標 

 言語や文化に対する理解を深め、コミュニケーションを図ろうとする態度を養うと共に、論理的な思考力を養い、

論理の展開や表現の方法を工夫し、伝える能力を養う。 

(1)知識及び技能 (2)思考力、判断力、表現力等 (3)学びに向かう力、人間性等 

外国語の音声や語彙、表現、文法、言

語の働き等の理解を深めると共に、

これらの知識を、聞くこと、読むこ

と、話すこと、書くことによる実際

のコミュニケーションにおいて目的

や場面、状況等に応じて適切に活用

できる技能を身に付ける。 

コミュニケーションを行う目的や場

面、状況等に応じ、日常的、社会的な

話題について、外国語で情報や考え

等の概要や要点、詳細、話し手や書

き手の意図等を的確に理解したり、

これらを活用して適切に表現したり

伝え合ったりすることができる。 

外国語の背景にある文化に対する理

解を深め、聞き手、読み手、話し手、

書き手に配慮しながら、主体的、自

律的に外国語を用いてコミュニケー

ションを図ろうとする態度を養う。 

 

２ 評価の観点及びその趣旨 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

習得すべき知識や重要な概念等を理

解し、それらを既有の知識及び技能

と関連付けたり活用したりする中

で、概念等として理解したり、技能

を習得したりしている。 

知識及び技能を活用して課題を解決

するために必要な思考力、判断力、

表現力等を身に付けている。 

知識及び技能を獲得したり，思考力，

判断力、表現力等を身に付けたりす

ることに向けた粘り強い取組の中

で、自ら学習し、習得しようとして

いる。 

 

３ 〔指導項目〕Lessonごとの評価規準 

 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

Lesson 1 初めての食事 食事に関して、料理を褒

める、勧める、断る等の表

現を理解できる。 

食事に関して、料理を褒

める、勧める、断る等の表

現を活用できる。 

食事に関して、料理を褒

める、勧める、断る等の表

現を積極的に活用しよう

とする。 

Lesson 2 道に迷う 道案内に関して、提案す

る、依頼する、道順を説明

する等の表現を理解でき

る。 

道案内に関して、提案す

る、依頼する、道順を説明

する等の表現を活用でき

る。 

道案内に関して、提案す

る、依頼する、道順を説明

する等の表現を積極的に

活用しようとする。 

Lesson 3 人物紹介 人物紹介に関して、身近

な人を紹介する、注意を

引く等の表現を理解でき

る。 

人物紹介に関して、身近

な人を紹介する、注意を

引く等の表現を活用でき

る。 

人物紹介に関して、身近

な人を紹介する、注意を

引く等の表現を積極的に

活用しようとする。 

Lesson 4 体調が悪い 体調不良に関して、体調

を伝える、尋ねる、指示す

る等の表現を理解でき

る。 

体調不良に関して、体調

を伝える、尋ねる、指示す

る等の表現を活用でき

る。 

体調不良に関して、体調

を伝える、尋ねる、指示す

る等の表現を積極的に活

用しようとする。 

Lesson 5 買い物 買い物に関して、材料を

買う、特徴を伝える、相槌

を打つ等の表現を理解で

きる。 

買い物に関して、材料を

買う、特徴を伝える、相槌

を打つ等の表現を活用で

きる。 

買い物に関して、材料を

買う、特徴を伝える、相槌

を打つ等の表現を積極的

に活用しようとする。 



Lesson 6 行ってみたい場所 行ってみたい場所に関し

て、希望を述べる、理由を

述べる等の表現を理解で

きる。 

行ってみたい場所に関し

て、希望を述べる、理由を

述べる等の表現を活用で

きる。 

行ってみたい場所に関し

て、希望を述べる、理由を

述べる等の表現を積極的

に活用しようとする。 

Lesson 7 イベントに 

誘われる 

勧誘することに関して、

誘う、誘いを受ける、誘い

を断る等の表現を理解で

きる。 

勧誘することに関して、

誘う、誘いを受ける、誘い

を断る等の表現を活用で

きる。 

勧誘することに関して、

誘う、誘いを受ける、誘い

を断る等の表現を積極的

に活用しようとする。 

Lesson 8 スクールカウンセ

ラーに相談 

悩み相談に関して、状況

説明、手助けの申し出、助

言、感謝等の表現を理解

できる。 

悩み相談に関して、状況

説明、手助けの申し出、助

言、感謝等の表現を活用

できる。 

悩み相談に関して、状況

説明、手助けの申し出、助

言、感謝等の表現を積極

的に活用しようとする。 

Lesson 9 お気に入りを紹介 自分の趣味に関して、あ

らすじの要約、登場人物

の紹介、感想や批評等の

表現を理解できる。 

自分の趣味に関して、あ

らすじの要約、登場人物

の紹介、感想や批評等の

表現を活用できる。 

自分の趣味に関して、あ

らすじの要約、登場人物

の紹介、感想や批評等の

表現を積極的に活用しよ

うとする。 

Lesson10 打ち合わせに遅刻 失敗することに関して、

謝る、許す、励ます等の表

現を理解できる。 

失敗することに関して、

謝る、許す、励ます等の表

現を活用できる。 

失敗することに関して、

謝る、許す、励ます等の表

現を積極的に活用しよう

とする。 

Lesson11 家庭でのディス

カッション 

議論することに関して、

共感、残念な気持ち、解決

策の提案等の表現を理解

できる。 

議論することに関して、

共感、残念な気持ち、解決

策の提案等の表現を活用

できる。 

議論することに関して、

共感、残念な気持ち、解決

策の提案等の表現を積極

的に活用しようとする。 

 

４ 観点別学習状況の評価について 

 各単元において、【知識・技能】【思考・判断・表現】【主体的に学習に取り組む態度】の観点のいずれかもしくはす

べてについてabcで評価する。（評価基準は単元ごとに設定） 

 この結果を数値化することで、学期末に観点別の総括をABCで行う。（仮評価）また、２、３学期末の観点別の総

括は、累計した観点別の総括とする。後期期末（年度末）には、累計した観点別の総括（評価）を１・２・３・４・

５の５段階の評定に総括し、この科目の成績とする。 

 なお、本科目では以下の方法で各観点の評価を行う。 

 

 
知識・技能 思考・判断・表現 

主体的に学習に 

取り組む態度 

定期考査 ○ ○  

発言・行動観察 ○ ○ ○ 

自己評価・相互評価   ○ 

 

５ 担当教員から 

 英語は座学と実技の２つの側面を持っています。そのため、テストだけ頑張っても良い成績は残せません。普段の

授業を大切にし、発表や調べ学習にも積極的に取り組んでください。 



 函館水産 シラバス ２０２５年 

教科 英語 科目 実用英語 単位数 １ 学年 ３ 学科 水産食品科・機関工学科 

使用教科書 なし 副教材 ｺー ﾊ゚ ｽ1800(東京書籍) 対応資格 実用英語検定３級 

 
１ 目標 
 英語でのプレゼンテーションで自分の感想や意見を発表できることを目標に、基本的な英単語、英熟語、英文法の
習得することを目指す。 

(1)知識及び技能 (2)思考力、判断力、表現力等 (3)学びに向かう力、人間性等 
日常的な話題で使用する基本的な英
単語、英熟語、英文法の知識を身に
つける。 

学習したことを応用して、英文の内
容を理解したり、自分の伝えたいこ
とを英語で表現したりすることがで
きる。 

英語でのコミュニケーションに関心
を持ち、積極的に言語活動を行い、
実際にクラスメートとコミュニケー
ションを図ろうとする。 

 
２ 評価の観点及びその趣旨 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 
日常的な話題で使用する基本的な英
単語、英熟語、英文法の知識を身に
つけているか。 
主に定期考査（中間考査５０点＋期
末考査５０点）で評価する。 

学習したことを応用して、英文の内
容を理解したり、自分の伝えたいこ
とを英語で表現したりすることがで
きるか。 
主に定期考査（中間考査５０点＋期
末考査５０点）で評価する。 

英語でのコミュニケーションに関心
を持ち、積極的に言語活動を行い、
実際にクラスメートとコミュニケー
ションを図ろうとしたか。 
主に課題プリント、授業の取組、発
表で評価する。 

 
３ 〔指導項目〕Lessonごとの評価規準 

指導項目 知識・技能 思考・判断・表現 
主体的に学習に 
取り組む態度 

実用英語学習① 
・基本英単語の確認 
・基本英熟語の確認 
・英作文作成 
・Eメール作成 

日常的な話題で使用す
る基本的な英単語、英熟
語、英文法の知識を身に
つけているか。 
主に定期考査で評価。 

学習したことを応用し
て、英文の内容を理解し
たり、自分の伝えたいこ
とを英語で表現したり
することができるか。 
主に定期考査で評価。 

学習したことを応用し
て、英文の内容を理解し
たり、自分の伝えたいこ
とを英語で表現したり
することができるか。 
主に課題プリント、授業
の取組で評価。 

実用英語学習② 
・基本英会話の表現の確認 
・基本英文法の確認 
・英作文作成 
・Eメール作成 

日常的な話題で使用す
る基本的な英単語、英熟
語、英文法の知識を身に
つけているか。 
主に定期考査で評価。 

学習したことを応用し
て、英文の内容を理解し
たり、自分の伝えたいこ
とを英語で表現したり
することができるか。 
主に定期考査で評価。 

学習したことを応用し
て、英文の内容を理解し
たり、自分の伝えたいこ
とを英語で表現したり
することができるか。 
主に課題プリント、授業
の取組で評価。 

実用英語学習③ 
・リスニングのポイント 
・英作文作成 
・Eメール作成 

日常的な話題で使用す
る基本的な英単語、英熟
語、英文法の知識を身に
つけているか。 
主に定期考査で評価。 

学習したことを応用し
て、英文の内容を理解し
たり、自分の伝えたいこ
とを英語で表現したり
することができるか。 
主に定期考査で評価。 

学習したことを応用し
て、英文の内容を理解し
たり、自分の伝えたいこ
とを英語で表現したり
することができるか。 
主に課題プリント、授業
の取組で評価。 

実用英語学習④ 
・リスニングのポイント 
・英作文作成 
・Eメール作成 

日常的な話題で使用す
る基本的な英単語、英熟
語、英文法の知識を身に
つけているか。 
主に定期考査で評価。 
 

学習したことを応用し
て、英文の内容を理解し
たり、自分の伝えたいこ
とを英語で表現したり
することができるか。 
主に定期考査で評価。 

学習したことを応用し
て、英文の内容を理解し
たり、自分の伝えたいこ
とを英語で表現したり
することができるか。 
主に課題プリント、授業
の取組で評価。 

実用英語学習⑤ 
・日常的な話題についてのプレゼン 
テーション① 

日常的な話題で使用す
る基本的な英単語、英熟
語、英文法の知識を身に
つけているか。 
主に定期考査で評価。 

学習したことを応用し
て、英文の内容を理解し
たり、自分の伝えたいこ
とを英語で表現したり
することができるか。 
主に定期考査で評価。 

学習したことを応用し
て、英文の内容を理解し
たり、自分の伝えたいこ
とを英語で表現したり
することができるか。 
主に課題プリント、発表
で評価。 



実用英語学習⑥ 
・日常的な話題についてのプレゼン 
テーション② 

日常的な話題で使用す
る基本的な英単語、英熟
語、英文法の知識を身に
つけているか。 
主に定期考査で評価。 

学習したことを応用し
て、英文の内容を理解し
たり、自分の伝えたいこ
とを英語で表現したり
することができるか。 
主に定期考査で評価。 

学習したことを応用し
て、英文の内容を理解し
たり、自分の伝えたいこ
とを英語で表現したり
することができるか。 
主に課題プリント、発表
で評価。 

実用英語学習⑦ 
・日常的な話題についてのプレゼン 
テーション③ 

日常的な話題で使用す
る基本的な英単語、英熟
語、英文法の知識を身に
つけているか。 
主に定期考査で評価。 

学習したことを応用し
て、英文の内容を理解し
たり、自分の伝えたいこ
とを英語で表現したり
することができるか。 
主に定期考査で評価。 

学習したことを応用し
て、英文の内容を理解し
たり、自分の伝えたいこ
とを英語で表現したり
することができるか。 
主に課題プリント、発表
で評価。 

実用英語学習⑧ 
・社会的な話題についてのプレゼン 
テーション① 

日常的な話題で使用す
る基本的な英単語、英熟
語、英文法の知識を身に
つけているか。 
主に定期考査で評価。 

学習したことを応用し
て、英文の内容を理解し
たり、自分の伝えたいこ
とを英語で表現したり
することができるか。 
主に定期考査で評価。 

学習したことを応用し
て、英文の内容を理解し
たり、自分の伝えたいこ
とを英語で表現したり
することができるか。 
主に課題プリント、発表
で評価。 

実用英語学習⑨ 
・社会的な話題についてのプレゼン 
テーション② 

日常的な話題で使用す
る基本的な英単語、英熟
語、英文法の知識を身に
つけているか。 
主に定期考査で評価。 

学習したことを応用し
て、英文の内容を理解し
たり、自分の伝えたいこ
とを英語で表現したり
することができるか。 
主に定期考査で評価。 

学習したことを応用し
て、英文の内容を理解し
たり、自分の伝えたいこ
とを英語で表現したり
することができるか。 
主に課題プリント、発表
で評価。 

実用英語学習⑩ 
・社会的な話題についてのプレゼン 
テーション③ 

日常的な話題で使用す
る基本的な英単語、英熟
語、英文法の知識を身に
つけているか。 
主に定期考査で評価。 

学習したことを応用し
て、英文の内容を理解し
たり、自分の伝えたいこ
とを英語で表現したり
することができるか。 
主に定期考査で評価。 

学習したことを応用し
て、英文の内容を理解し
たり、自分の伝えたいこ
とを英語で表現したり
することができるか。 
主に課題プリント、授業
の取組、発表で評価。 

 
４ 観点別学習状況の評価について 
 各考査において、【知識・技能】【思考・判断・表現】【主体的に学習に取り組む態度】の観点のすべてについてabc
で評価する。（評価基準は単元ごとに設定） 
 この結果を数値化することで、考査毎に観点別の総括を ABC で行う。また、前後期末の観点別の総括は、累計し
た観点別の総括とする。さらに後期期末（年度末）には、累計した観点別の総括（評価）を１・２・３・４・５の５
段階の評定に総括し、この科目の成績とする。 
 なお、本科目では以下の方法で各観点の評価を行う。 

 
知識・技能 思考・判断・表現 

主体的に学習に 
取り組む態度 

定期考査 ○ ○  

小テスト ○   

自学課題 ○  ○ 

発表  ○  

発言・行動観察   ○ 

自己評価・相互評価   ○ 

 
５ 担当教員から 
 英語は座学と実技の２つの側面を持っています。そのため、テストだけ頑張っても良い成績は残せません。普段の
授業を大切にし、発表や発言などを通して積極的に授業に参加しましょう。 
 


